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研究成果の概要（和文）：①　菌血症の予防効果：オゾウルトラファインバブル水（OUFBW）、水道水を超音波
スケーラーによる歯石除去時の注水に用い、血液中の細菌数を定量し、群間で比較・検討し、OUFBWの菌血症の
予防効果の有効性を明らかにした。
②　誤嚥性肺炎発症の予防効果：Activity of daily living(ADL)の低下した介護施設入所者に対してOUFBW・水
道水で含嗽させ、各群の効果の相違を、細菌学的、臨床的に比較・検討する予定であったが、コロナ禍により想
定した被検者数が得られなかった。しかし、OUFBW含嗽群の被検者は、観察期間において誤嚥性肺炎を発症しな
かった。

研究成果の概要（英文）：1. Preventive effects of Ozone Ultrafine  Bubble Water (OUFBW) to 
bacteremia. The patients were subjected to one of the two treatment protocols: full-mouth mechanical
 debridement with tap water (T) in a single visit or full-mouth mechanical debridement with OUFBW 
(O) in a single visit. The  number of bacteria in blood stream of group O was significantly lower 
than that of group T.
2. Preventive effects of OUFBW to aspiration pneumonia. Unfortunately, the number of subjects that 
we scheduled were not collected. However, the subjects who have rinsed with OUFBW did not suffer 
from aspiration pneumonia during the observation.

研究分野：機能水

キーワード： オゾウルトラファインバブル水（OUFBW）　菌血症　誤嚥性肺炎　機能水
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国は超高齢社会で要介護者数も急激も増加しており、口腔衛生管理、在宅歯科医療を通した口腔保健・予防
の重要性が高まっている。一方、観血的処置などにより一過性の菌血症を発症し、また高齢者の肺炎の96.5％
は、口腔内細菌が原因となる誤嚥性肺炎である。「誤飲しても良い安全で殺菌力のある、長期保存可能な新規の
機能水」といった特性を併せ持つ新たな機能水であるオゾウルトラファインバブル水（OUFBW）の含嗽により、
口腔内の細菌数を減少させ上記疾患の発症を抑制できるかについて検討した点で、社旗的意義は大きいと考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

我が国は超高齢社会にあり高齢者とともに要介護者数も急激も増加しており、口腔衛生管理、在宅歯

科医療を通した口腔保健・予防の重要性が高まっている。一方、観血的処置などにより、口腔細菌が歯

周組織の毛細血管を通して血流へと侵入し、一過性の菌血症を発症し、また高齢者の肺炎の 96.5％は、

口腔内細菌が原因となる誤嚥性肺炎である。「誤飲しても良い安全で殺菌力のある、長期保存可能な

新規の機能水」といった特性を併せ持つ新たな機能水であるオゾウルトラファインバブル水（OUFBW）

が開発され、菌血症の予防、口腔内の細菌数を減少させることを検討する社会的意義は大きい。 

 

２．研究の目的 

（1）菌血症の予防効果：OUFBW、水道水を歯石除去時の注水に用い、血液中の細菌数を定量し、群

間で比較・検討し、OUFBW の菌血症の予防効果の有効性を明らかにする。 

（2）誤嚥性肺炎発症の予防効果：Activity of daily living（ADL） の低下した介護施設入所者に対して

OUFBW・水道水で含嗽させ、各群の効果の相違を、① 細菌学的（グラム陰性嫌気性細菌・グラム陽性

連鎖球菌・真菌、それぞれの細菌数の変化・口腔内細菌叢の変化）② 臨床的（歯・歯周組織の臨床指

標・誤嚥性肺炎発生頻度）に比較・検討し、OUFBWの効果およびその機序を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1) OUFBWによる菌血症の予防効果の解明： 

東京医科歯科大学歯学部附属病院の歯周病外来または口腔ケア外来に通院中の患者のうち、以下の

選定基準に基づき被験者を選定し、インフォームド・コンセントを行った（歯学部倫理審査委員会：

D2014-056）。 

・被験者の選定基準 

 歯周病外来または口腔ケア外来に通院中の歯周炎患者を被験者とする。 

① 年齢が 20 歳以上 75 歳未満の日本人男女である、②重篤な全身疾患に罹患していない 

③ 5mm 以上の歯周ポケットを有する歯が 1/2 顎ごとに 3 本以上存在している 

・除外基準：以下の 6 点を設けた。 

① 先天性弁膜症など、感染性心内膜炎のリスクファクターを有している、②ヘマトクリットやヘモグロビ

ン低値である、③心臓血管疾患や糖尿病のハイリスク群である、④過去3ヶ月以内に抗菌薬、抗炎症薬

などを服用した場合、⑤喫煙者、⑥クロルヘキシジンにアレルギーの既往 

以下の手順で実施した。 

1. 術前：末梢血と歯肉縁下プラーク 

2. 超音波スケーリング終了 1 分後：末梢血の採取 

3. 術後 1 週間の時点で末梢血の採取 

・歯肉縁下プラークサンプルの採取・評価 



 最深ポケット 3 箇所から、#30 ペーパーポイント 2 本を用いて歯肉縁下プラークサンプルを採取

した。サンプルを Realtime-qPCR 法を用いて総菌数、Porphyromonas gingivalis、Tannerella 

forsythia、Treponema denticola の 3菌種の菌数を定量した。 

・末梢血の採取・細菌学的評価 

 末梢血は清拭後肘前窩の静脈から約 10ml 採血した。培養ボトルにて培養後、Realtime-qPCR

法を用いて P. gingivalisの数を定量した。 

                       

(2) OUFBWを含嗽剤として使用した際の誤嚥性肺炎発症率の変化、口腔細菌数・細菌叢の検討 

介護施設の入所者を対象として、OUFBW を 1 年間にわたり含嗽剤として使用し、誤嚥性肺炎の

発症率、口腔内細菌数、唾液・舌苔の細菌叢および機能遺伝子組成の変化を解析した。 

含嗽は、1回 20mL、20秒間、朝（朝食後）、夕（夕食後）の 1日 2回、1年間を予定した。 

① OUFBWを使用する群（OUFBW群）、② 水道水を使用する群（TW群）を設定した。 

試験開始後、1 年間・1 か月ごとに、口腔内診査、誤嚥性肺炎の発症数のカウント、サンプル採取

を実施し、両群間での誤嚥性肺炎発症率の差異、口腔内状態、各部位の細菌数の変化を検討し

た。 

 口腔内診査：カリエス・歯周組織検査、口臭測定（ブレストロン、ヨシダ）を実施した。 

 唾液、頬粘膜、歯面、舌苔からサンプル採取方法：舌苔の採取は、定圧検体採取器具（約 20gf）

にセットした綿棒を用い一定の長さ（1cm 往復 3 回）で舌背から採取を行った。頬粘膜、歯面のサ

ンプリングは、滅菌綿棒を用いた。細菌カウンタ（パナソニックデンタル社製）を用いて、唾液 1ml

当り、または舌苔・頬粘膜単位長さ当りの総細菌数を決定した。また培養を行い、唾液、舌苔をサ

ンプルとしてグラム陰性嫌気性細菌、グラム陽性連鎖球菌を培養し Colony forming unit（CFU）を

算出し、各細菌数の変化を解析した。 

 口腔内診査は、通法により実施し、口臭測定は使用機材の説明書に則り実施した。 

 
４．研究成果 
① 菌血症の予防効果 

・歯肉縁下プラーク中の総菌数、Porphyromonas gingivalis、Tannerella forsythia、Treponema 

denticola の 3菌種の菌数に関して、群間で有意差は認められなかった。 

一方、血中 Porphyromonas gingivalis 菌数においては、O群では T群と比較して有意に低値を示

した。術後 1週間の時点では、両群ともには検出されなかった。 

以上の結果から、菌血症の予防において、OUFBW を超音波スケーラーによる歯石除去時の注

水が有効であることが明らかになった。 

 

② 誤嚥性肺炎発症の予防効果：Activity of daily living(ADL)の低下した介護施設入所者に対し

て OUFBW・水道水で含嗽させ、各群の効果の相違を、細菌学的,、臨床的に比較・検討しする予

定であったが、コロナ禍により想定した被検者数が得られなかった。しかし、OUFBW 含嗽群の被



検者は、観察期間において誤嚥性肺炎を発症しなかった。 
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